
第 5 回 BIRD DOCTOR’S CONFERENCE 
（午前の部）スラダキー先生による鳥類の麻酔学講演

今回、鳥類に限定した麻酔学についての講演をお願いしました。鳥類ならではの観

点から麻酔について学んでみませんか？

 

 

Kurt K. Sladky(ｶｰﾄ k.ｽﾗﾀﾞｷｰ), MS, DVM, 
Dipl. ACZM, Dipl. ECZM (Zoo Health 
Management & Herpetology) 

スラダキー先生は、ウィスコンシン大学で動物行動学の修

士号と DVM（獣医学博士号）を取得し、ノースカロライナ

州立大学獣医学科、動物園医学研究室にて研修されまし

た。米国ならびに欧州動物園医学専門医の資格を有してお

り、現在はウィスコンシン大学獣医学科において動物園医

学ならびに特殊動物医療学研究室主任と臨床医学博士とし

て活躍されております。スラダキー先生の最新の研究は、

飼育下および野外の特殊動物（家畜化されていない動物

種）における鎮痛と麻酔です。

（午後の部）鳥類の麻酔についてのパネルディスカッション 

 鳥類の麻酔に精通する先生方をパネラーに招き、スラダキー先生も交えながら、実

際の臨床を踏まえてのディスカッションを行います。 

＜司会者＞ 

伊勢 健一郎 先生（吉塚ペットクリニック 院長） 

宮崎大学 獣医外科学研究室出身。 

卒業論文は鳥の麻酔。鳥類臨床研究会随一の麻酔通。 

＜パネラー＞ 

1．Dr.  Kurt  K.  Sladky 

2．福井 大祐 先生（岩手大学 小動物外科学教室  准教授） 

（軟部外科、麻酔疼痛管理科、エキゾチック動物診療科、動物園水族館動物診療科） 

北海道大学 獣医外科学教室出身。 

専門は動物園動物医学、野生動物医学、保全医学、そして各種動物の麻酔疼痛管理学。 

日本で最も多様な種の動物に麻酔をかけ、気管挿管した男の一人。 
 

  鳥類臨床研究会 

The Japanese Association for Clinical Avian Medicine 
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鳥類臨床研究会 第５回 Bird Doctor's Conference 開催お知らせ 
 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆  

Bird Doctor’s Conference(BDC)とは、鳥類医療現場に携わる獣医師が一堂

に会し、鳥類臨床医学に関する情報収集、情報交換および情報発信を行

う学術会議です。今年度は午前の部でウィスコンシン大学の Dr. 
Sladky(スラダキー先生）による鳥類の麻酔についての講演を、午後の部

では麻酔に関するエキスパートと共にパネルディスカッションを行いま

す。 日頃鳥類の麻酔に苦手意識を持たれている方、もっと麻酔に関して

理解を深めたい方等々、皆さんのご参加をお待ちしております。 
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
 
■日時：令和元年１０月１４日（月・祝日） 午前１０時～午後４時 （９：３０より

受付開始） 

 

■場所：品川フロントビル 所在地：東京都港区港南２－３－１３ 

 

■参加募集人数：人数制限なし  

＊本学会への参加は会員および獣医学科学生であることが必要です。 非会員方は本

会へ入会が必要となります。 

 

■午前部講演資料および午後部抄録を事前に e-mail でお送りします。当日はデータ

を電子機器などでご持参いただくか印刷してお持ちください。ペーパーレス化ご協

力をお願いいたします。 

 

■参加費用：会員１１０００円、学生会員４０００円  

【申し込み方法について】 昨年と同様に大会受付業務を(株)タスプに委託していま

す。HP より申込 用紙をダウンロードし、FAX にてお申し込みください。 

【申し込み締切日】 ９月６日（金） ＊締め切り後に振り込んだ場合は、返金いたし

ますが、振込手数料は返 金できませんので、予めご了承ください。 

 


